
関東学生バドミントン連盟規約 

第 1 章 名称、組織および本部 

第 1 条 本連盟は、関東学生バドミントン連盟（Kanto Intercollegiate Badminton 

Federation）と称する。 

第２条 本連盟は、関東地区（東京都、神奈川県、茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、

栃木県、山梨県）に所在する大学および短期大学（以下、大学と称する）のバ

ドミントン部を以て組織する。 

第３条 本連盟は、本部を横浜市青葉区鴨志田町５６０－５「サンヒルズ金子」３０３

号室に置く。 

第４条 本連盟は、全日本学生バドミントン連盟、（公財）日本バドミントン協会に加盟

する。 

第 2 章 目 的 

第５条 本連盟は、関東地区における学生バドミントン競技を総括代表し、その活動を

通じて学生バドミントンの普及と競技力向上に努め、フェアプレイの精神を養

い、学生相互の交流と親睦を図り、関東地区の学生バドミントン競技を発展さ

せる事を目的とする。 

第３章 役員の選出および任務 

第６条 本連盟には、次の役員を置く。 

１．会 長 1 名 

２．副 会 長 若干名 

３．常任役員   若干名 

４．学連役員 若干名 

５．委 員 長  1 名 

６．副委員長  2 名 

７．常任委員   若干名 

８．学連委員  約 ２６名 

９．委 員  約２００名 

 １０．会 計 ２名 

 １１．監 事 ２名 

第７条 会長は、常任委員会において推薦し、総会で決定する。会長は、本連盟を代表

して会務を統括する。会長の任期は１期３年とし、再選を妨げないものとす

る。 



第８条 副会長は、常任委員会 の推薦により会長が委嘱する。副会長は会長の職務を補

佐し、会長に事故ある時は、会務を代行する。副会長の任期は、会長の任期に

準ずる。 

第９条    常任役員は、学連役員の中から学連委員会で推薦し、常任委員会で決定する。 

第１０条 学連役員は、次のように置く。 

監督会推薦役員 若干名   推薦役員 若干名 

第１１条 委員長は、常任委員が互選し、総会の承認を得て本連盟の常務を統括する。 

第１２条 副委員長は、常任委員の推薦により委員長が委嘱する。 副委員長は委員長の職

務を補佐し、委員長に事故ある時は、その職務を代行する。 

第１３条 副委員長に事故ある時は、当該者所属大学選出の常任委員が、常任委員会の承認

を得てその職務を代行することができる。 

第１４条 常任委員は、学連委員会で推薦し、常任委員会で決定する。 

第１５条 学連委員は、下記のようにおく。男女 1 部６名（各校

から１名）男女 ２部３名（所属６校から各校１名計

３名以上） 

男女 ３部以下各部各所属から１名以上（原則各部２位校がこの任に当たる） 

第１６条 委員は、加盟大学に於いて１名宛推薦する。当該加盟大学が認めた 部長、監

督、登録されたコーチ等を含む。 

第１７条 本連盟の会計は、常任委員が互選し、総会の承認を得てこの任に当たる。 

第１８条 監事は２名とし、学連委員会で推薦し、総会で選任する。 

２．監事は、常任委員会、学連委員会および総会に出席し意見を述べることがで

きる。但し、議決権はないものとする。 

第１９条 全日本学生バドミントン連盟の代議員の選出は、常任委員会がこれを行う。 

第２０条 会長、副会長を除く役員の任期は１年とする。但し重任および再選を妨げない。

また、後任者が就任するまでは、前任者がその職務を行うものとする。 

第２１条 本連盟は、必要に応じて、常任委員会の議を経て、名誉会長、顧問および参与等

の役員を置くことができる。これらの役員は、常任委員会・学連委員会 お 

よび総会に出席し意見を述べることができる。但し、議決権はないものとす

る。 

第４章 会 議 

第２２条 本連盟には、次の機関を置く。 

１．総会 



２．学連委員会 

３．常任委員会 

４．専門部 

５．監督会 

第２３条 総会は、会長、副会長、常任役員、学連役員、委員長、副委員長、常任委員、学

連委員、会計、および委員を以って構成し、次の事項を審議し決定する。 

１．事業総括並びに収支決算 

２．事業計画並びに予算編成 

３．役員の承認 

４．規約の改正 

５．その他本連盟に関する重要事項 

第２４条 総会は、本連盟の最高議決機関であり、毎年２回会長が召集し、議長は会長が行

う。 

第２５条 総会は、全委員の過半数を以て成立する。また、議決は出席者の過半数の賛成を

必要とする。 

第２６条 総会は、構成員の 3 分の 1 以上の要求がある場合は臨時に開かねばならない。 

第２７条 学連委員会は、会長・副会長・ 常任役員・学連役員・委員長・副委員長・常任

委員・学連委員・および会計を以って構成し、本連盟の規約に定める事項を行

うほか、常任委員会の諮問に答える。 

２．学連委員会は構成員の過半数を以て成立し、議決は出席者の３分の２以上の

賛成を必要とする。 

３．学連委員会の議長は委員長が行う。 

第２８条 常任委員会は、会長・副会長･常任役員・委員長・副委員長・常任委員および会

計を以て構成し、必要に応じて開催される。 

２．常任委員会は構成員の過半数を以て成立し、議決は出席者の３分の２以上の

賛成を必要とする。 

３．常任委員会は本連盟の常務を掌握して事業運営の任にあたる。 

４．常任委員会の議長は委員長が行う。 

第２９条 総会・学連委員会および常任委員会では、議事録を作成し、議長および出席者の

代表１名が署名・捺印の上、保管する。 

第５章 事 業 

第３０条 本連盟は、第５条の目的を達成する為、次の事業を行う。 

１．関東大学バドミントン春季・秋季リーグ戦 

２．関東学生バドミントン選手権大会 

３．関東学生バドミントン新人選手権大会 



４．その他本連盟の目的達成に必要な事業 

第６章 登 録 

第３１条 本連盟に加入できる団体は、文部科学省令に定める大学において公認されたバド

ミントン競技団体（部）とする。 

第３２条 各大学は、年度当初に本部の定める用紙にて大学名簿を作成し、本部に提出しな

ければならない。名簿には、大学名およびその所在地、部長・監督およびコー

チ名、登録学生の住所・氏名・性別・年令・学年・入学年度・委員氏名、書類

送付先等が記入されていなければならない。 

第３３条 登録単位は、第３１条が規定する大学の独立した部活動を 1 単位とする。 

第３４条 前条の登録単位は、同一大学に男子部と女子部がある場合は、別個の登録単位と

する。 

第３５条 登録後に変動がある場合、当該大学は、遅滞なく本部に届け出ねばならない。 

第３６条 本連盟への登録年数は、4 年間(短大は 2 年間、医学部・歯学部は 6 年間)とす 

る。 

但し、一旦大学を中退し同一大学へ再入学、又は他大学へ再入学または編入し

た場合は、当該登録学生を調査し、常任委員会でこれを決定する。 

第３７条 本連盟の主催する大会は、日本国で出生し引き続き国内に居住している登録学生

が出場できるものとする。但し、外国人留学生については別途定める。 

第３８条 次の各項に該当する登録学生は、本連盟主催の大会には出場することができな 

い。 

１．一旦大学を卒業した者。但し、短大より大学へ編入する者に限り卒業とし

て取り扱わない(残り年数は 2 年とする)。 

２．理由の如何を問わず停学謹慎中の者および休学中の者。 

３．聴講生・研究生・通信課程生・専攻課程生・大学院生 

第７章 経費および会計 

第３９条 本連盟の経費は、登録費（団体・個人）およびその他の正当な収入によって支弁

する。但し、登録費の詳細は別途定める。 

第４０条 本連盟の会計年度は、毎年１月 1 日から１２月３１日までとする。 

第８章 罰 則 

第４１条 本連盟の規定する事項に反した場合は、本連盟および該当都県学連に対する一切

の権利を失う。罰則を適応される期間も登録年数のなかに含まれるものとす

る。 



第４２条 学生としての本分に反したる者は、常任委員会において処罰するものとする。 

第９章 規約の改正 

第４３条 本規約の改正は、常任委員会で審議し、総会においてこれを承認する。 

第１０章 付則 

第４４条 １．この規約は、１９６９（昭和４４）年４月１２日より実施する。 

２．この規約の一部改正は、１９９８（平成１０）年２月２１日より施行す

る。 

３．この規約の一部改正は、２００４（平成１６）年３月６日より施行する。 

４．この規約の一部改正は、２０１６（平成２８）年８月６日より施行する。 

５．この規約の一部改正は、２０２１（令和３）年３月１３日より施行する。 


